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都内河川の大腸菌群数に関する研究（１） 

－多摩川の大腸菌群と大腸菌の挙動－ 
 

                                           和波 一夫   石井 真理奈    木瀬 晴美*   

 （*非常勤研究員） 

 

 

要  旨 

 

多摩川河川水について、大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、大腸菌数を測定した。大腸菌群数は春季から夏季に向けて高くな

り、秋季から冬季にかけて低くなるという傾向が認められた。また、糞便性大腸菌群数や大腸菌数もほぼ同様な傾向が見られ

た。大腸菌群数の経月変化や河川流量から判断すると夏季の水温の高い時期に大腸菌群等が河川水中で増加、あるいは死滅せ

ずに保存されている可能性が高いと推測された。公共用水域の糞便汚染指標として現在、大腸菌群数が測定されているが、多

摩川河川水では、糞便汚染を表す大腸菌数は大腸菌群数の５％程度であり、糞便汚染のリスクは比較的低いと考えられた。 

  

キーワード：大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、大腸菌数、河川水、多摩川 

 

 

 

The survey of the coliform count in river water in Tokyo (1) 
Behavior of Escherichia coli and coliform bacteria in the Tama river water 

WANAMI Kazuo,  ISHII Marina,  KISE Harumi* 

（* Associate  researcher） 

 

Summary 
 

Total coliforms , fecal coliform , Escherichia coli (E. coli) were monitored between April 2009 and March 2010 at 5 public 

waters points in the Tama river. The numbers of Colifom increased in summer and decreased in winter. Moreover, the 

numbers of fecal coliform and E. coli increased in summer and decreased in winter. From the seasonal numbers of 

coliform and the river flow, it is suggested that coliform bacteria increase or be surviving in the river water in summer 

season. We tried to estimate the pollution source with the calculation of ratio between the numbers of coliform and E. coli 

count. The numbers of E. coli were about 0.05 times of coliform. The risk of fecal contamination in the Tama river water 

were considered relatively low. 
 

Key Words：coliform count, fecal coliform , E. coli count, river water, Tama river 
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１ はじめに 

多摩川は、秩父山系笠取山を源とし東京湾に至る全長

138km（都内 98.65km）、流域面積 1240km2(都管内 958.4 

km2)の一級河川であり、都管内の流域人口は約 300 万人、

下水道普及率はほぼ 100％である。多摩川上流での水道

原水の最大取水量は 22.2 m3/sec であり、都民の貴重な

水源となっている。 

多摩川の環境基準類型は、和田橋（青梅市和田町）よ

り上流が AA 類型、和田橋から拝島橋（昭島市拝島町）

までが A類型、拝島橋から河口までが B類型に指定され

ている。2008 年度の BOD の環境基準適合割合 1）は AA

類型 100％、A 類型 100％、B 類型 96％に対して、大腸

菌群数は AA 類型 0％、A類型 40％、B類型 34％であり、

環境基準適合割合が非常に低い。また、多摩川支川や江

戸川なども多摩川と同様に大腸菌群数の基準適合割合

は低く、0～33％に留まっている。このような都内河川

の状況は、水質保全上の問題となっている。大腸菌群数

の基準未達成の原因を明らかにするため、前年度に引き

続き多摩川等の調査を行ったので報告する。 

 

２ 調査方法 

（１）調査地点及び調査回数 

2009 年度は、多摩川と多摩支川の秋川、平井川を対

象に合計５地点の調査を行った。調査地点の所在地、類

型、大腸菌群数基準を表 1に、各調査地点の位置関係を

図１に示す。多摩川上流では、河川水を水道原水として

取水するので河川水量が大幅に減少する。このため、多

摩川の水量確保と水質浄化を目的として羽村堰から 2 

m3/ sec が放流されている。本調査の羽村堰地点では、

この放流水を採水した。５つの調査地点のうち平井川・

多西橋、秋川・東秋川橋、多摩川・拝島橋は、環境基準

点である。流域下水道の下水処理水（ここでは消毒後の

放流水を下水処理水という。）は、日野用水堰から下流

約 1.5km の地点で多摩川に流入する。羽村堰から日野用

水堰の本調査区間には下水処理水の流入はない。調査は

2009 年 4 月から 2010 年 3 月までに計 16 回行った。 

 （２）試験方法 

水質一般項目については、工場排水試験方法（日本工

業規格 JIS-K0102）に従って水素イオン濃度（pH）、溶

存酸素量（DO）、生物化学的酸素要求量（BOD）、硝化細

菌の作用を抑制した方法による BOD（C-BOD）、化学的酸

素要求量（COD）、浮遊物質量（SS）、全窒素（T－N）、ア

ンモニア性窒素（NH4－N）、亜硝酸性窒素（NO2－N）、硝

酸性窒素（NO3－N）、全りん（T－P）、りん酸性りん（PO4

－P）等の測定を行った。細菌項目の大腸菌群数、大腸

菌数、糞便性大腸菌群数については表２に示す試験方法

を用いて測定を行った。 

 

 

№ 河川名・調査地点 所在地 類型 大腸菌群数基準

1 多摩川・羽村堰 羽村市羽東3-9地先 A 1000MPN / 100ml　以下

2 平井川・多西橋 あきる野市平沢153地先 A 1000MPN / 100ml　以下

3 秋川・東秋川橋 あきる野市小川343地先 AA 50MPN / 100ml　以下

4 多摩川・拝島橋 昭島市拝島町4-10地先 A 1000MPN / 100ml　以下

5 多摩川・日野用水堰 八王子市平町502地先 B 5000MPN / 100ml　以下  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 結果と考察 

（１）BOD 等の測定結果 

 大腸菌群数を除く BOD 等の測定結果を表３に示し、生

活環境項目の環境基準適合割合を表４に示す。 

 

表４ 生活環境項目の環境基準適合割合 

pH BOD SS DO
羽村堰 94 100 100 100
多西橋 88 100 94 94
東秋川橋 94 100 100 94
拝島橋 81 100 100 94
日野用水堰 81 100 100 94

地点名
環境基準適合割合 （％）

 

 

 BOD の各地点の平均値は、0.5～0.6mg/l であり、環境

基準適合割合は 100％であった。その他の項目も pH を

除いて同適合割合は 94～100％であった。光合成作用に

よって河川水がアルカリ側になる現象が夏季に見られ、

そのため、pH は他の項目に比べて同適合割合がやや低

く 81～94％であった。SS の最大値は多西橋の 7 月 23

日調査における 31.5 mg/l であり、他の測定値に比べ著

しく高いが、これは調査時に地点の直上流の排水口から

土砂濁りの排水が河川に流入していたためである。生活 

表１ 調査地点の所在地、類型等 

１．羽村堰

２．平井川・多西橋 ３．秋川・東秋川橋

４．拝島橋

５．日野用水堰

東京湾へ

田園調布堰を
0 km とする32.0 km

33.0 km

36.4 km37.7 km

40.6 km

図１ 調査地点の位置関係 
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測定項目 単位 測定回数

4.9 22.0 6.6 23.3 3.5 23.7 4.0 26.8 4.0 29.2

7.1 8.9 7.3 9.0 7 9 7.4 9.3 7.7 9.0

6.3 11.9 15 24 8 13 7.8 15.5 7.9 15.7

0.2 0.9 0.3 1.0 0.2 0.7 0.3 0.9 0.3 0.9

0.1 2.1 0.4 4.0 0.3 1.9 0.5 1.9 0.4 2.1

0.3 8.4 0.3 31.5 0.4 11.8 0.6 8.5 0.3 9.9

DO
7.6 13.1 7.3 13.5 6.7 12.9 6.7 13.0 7.1 13.2

NH4-N  
0.00 0.06 0.00 0.05 0.00 0.03 0.00 0.03 0.00 0.04

NO2-N 
0.00 0.02 0.00 0.02 0.00 0.02 0.00 0.02 0.01 0.02

NO2-N 
0.52 0.97 1.83 3.44 0.92 1.60 0.88 1.44 0.87 1.43

T-N 
0.43 1.22 1.06 3.71 0.92 1.87 0.90 2.05 0.94 2.30

PO4-P
0.000 0.010 0.000 0.020 0.000 0.010 0.000 0.010 0.000 0.010

T-P  
0.010 0.030 0.000 0.040 0.000 0.030 0.000 0.031 0.000 0.030

最小値 最大値

多西橋 東秋川橋 拝島橋

0.01 0.01

9.6

mg/l 16
0.01 0.01

mg/l 16
9.7 9.8 9.5 9.6

0.01

平均値

2.24 1.26 1.25 1.29

16
0.01 0.01 0,01 0,01 0,01

2.32 1.17 1.11 1.11

0.008 0.003

mg/l 16
0.67

0.016 0.015

mg/l

COD mg/l 16
1.2

20.5

1.5

SS mg/l 16
2.1 3.6 2.7 2.5 4.1

BOD mg/l 16
0.6 0.6 0.5 0.6 0.6

9.4 10.8

水温 ℃ 16
15.5

電気伝導度 mS/m 16

17.1 16.5

ｐH 16
8.1 8.0 7.8

日野用水堰

mg/l 16
0.012 0.021 0.017

8.2 8.3

18.1 17.9

12.5

0.002 0.003

mg/l 16
0.76

mg/l 16
0.003

羽村堰

12.5

1.6 1.2 1.4

表３  BOD 等の測定結果 

菌種 測定法 単位 測定回数

0 8 1 63 0 25 0 21 0 31

68 11,000 790 33,000 310 22,000 220 11,000 330 23,000

34 3,600 360 51,000 120 9,800 100 9,100 64 18,000

66 4,900 170 160,000 180 24,000 150 8,700 150 20,000

0 7 0 52 0 16 0 4 0 8

10 1,100 25 25,000 10 4,300 14 850 14 2,700

2 98 5 3,700 4 520 4 160 0 410

5 190 14 5,100 9 1,100 5 240 7 330

最小値 最大値

4 7

羽村堰 多西橋 東秋川橋 拝島橋 日野用水堰

5,600

5

3,000 3,700

デソ法　 CFU/ml 15
2

BGLB法 MPN/100ml 15
1,700 7,800 4,400

12 6

2,500

大腸菌群

クロモアガー法 MPN/100ml 16
930 2,300 1,800 2,300

ONPG-MUG法 MPN/100ml 16
920 1,200 3,100 1,800

2 1 1

MFC法 CFU/100ml 15
150 2,000 540 190

デソ法 CFU/ml 15
1

350

平均値

300 72 25 62

ONPG-MUG法 MPN/100ml 16

16

30 390 150 45 75

糞便性大腸菌群

大腸菌

クロモアガー法 MPN/100ml 16

 

表５ 大腸菌群数等の測定結果 

表２  大腸菌群数等の測定方法
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環境項目以外では NH4－N が 0.01 mg/l、T－Nが 0.76 

～2.24mg/l、T－Pが 0.012～0.021mg/l であり、各地点

とも比較的良好な水質である。 

（２）大腸菌群数等の測定結果 

大腸菌群数、糞便性大腸菌群数、大腸菌数の結果を表

５に示し、大腸菌群数の基準適合割合を表６に示す。ま

た、水浴場基準適合割合を表７に示す。各地点の大腸菌

群数等の平均値を図２～４に、大腸菌群数の経月変化を

図５に、糞便性大腸菌群数及び大腸菌数の経月変化を図

６に示す。 

 

表６ 大腸菌群数の基準適合割合 

大腸菌群数
地点名 環境基準適合割合/% 適合回数 測定回数 環境基準　MPN/100ml
羽村堰 60 9 15 1000
多西橋 13 2 15 1000
東秋川橋 0 0 15 50
拝島橋 47 7 15 1000
日野用水堰 87 13 15 5000  

 

表７ 糞便性大腸菌群数の水浴基準適合割合 

糞便性大腸菌群数（5月～10月）
地点名 水浴基準適合割合/% 適合回数 測定回数 水浴基準　MPN/100ml
羽村堰 89 8 9 1000
多西橋 78 7 9 1000
東秋川橋 67 6 9 1000
拝島橋 100 9 9 1000
日野用水堰 78 7 9 1000  

 

BGLB 法大腸菌群数（平均値）は、羽村堰が 1700MPN/100 

ml で調査地点の中では最も低かった。最も高いのは多

西橋の 7800 MPN/100 ml であった（表５）。基準適合割

合では東秋川橋が 0％、日野用水堰が 87%であり、大き

な差があった（表６）。これは、日野用水堰の環境基準

が 1000MPN/100 ml に対して東秋川橋は 50MPN/100 ml

という厳しい基準であることによる。この東秋川橋と日

野用水堰の両地点の平均値、最小値、最大値については

はほとんど差がなかった。 

水浴場の水質判定基準（平成 9 年 4月 11 日付環水管

第 65 号環境庁水質保全局通知）では、糞便性大腸菌群

数 100 個/100ml 以下を「適」、1000 個/100ml 以下を「可」

とし、1000 個/100ml を越えるものは水浴場として「不

適」と判定している。測定方法は MFC 法が指定されてい

る。5月から 9 月までの河川水温が比較的高く、水に接

する機会が多い時期に測定した試料について、この水浴

場の「可」を基準として基準適合割合を算出した。適合

割合は 67～100％であった（表７）。これは、環境基準

の適合割合 0～87％に比べると高い割合であり、環境基 

 

図２ 大腸菌群数 (平均値) 

 

図４ 大腸菌数 (平均値) 

 

図３ 糞便性大腸菌群数 (平均値) 

注）デソ法は 100ml 中の菌数に換算した。 
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BGLB法  MPN/100ml

クロモアガー法  CFU/100ml

ONPG-MUG法  MPN/100ml  
 

図５ 大腸菌群数の経月変化 

MFC法  CFU/100ml

クロモアガー法  CFU/100ml

ONPG-MUG法  MPN/100ml  
 

図６ 糞便性大腸菌群数及び大腸菌数の経月変化 
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準では不適合、水浴場基準では「可」となる試料がある

ことを示している。なお、前年度は日野用水堰から下流

５地点で調査を行ったが、水浴場基準の適合割合は 0～

50％（5月から 9月までの時期）であった 2）。日野用水

堰より上流は、同堰から下流の地点に比べて全般的に水

浴場基準「可」の割合が高いと推測される。 

大腸菌群数の経月変化（図５）では、羽村堰２月のク

ロモアガー法による測定結果を除き、春季から夏季に向

けて大腸菌群数が高くなり、秋季から冬季にかけて低く

なるという傾向が認められた。また、糞便性大腸菌群数

や大腸菌数もほぼ同様な傾向が見られた（図６）。人畜

の糞便に由来する大腸菌群の河川への排出量が一定で

あれば、河川流量が多いときは希釈効果によって大腸菌

群数は減少すると考えられる。しかし、国土交通省によ

る拝島橋の 2009 年度流量は、1 月 3.70 m3/ sec、2 月

3.15 m3/sec であり、7月 4.31 m3/sec、8 月 5.76 m3/sec

の流量に比べて多くはない。冬季と夏季の流量から判断

すると冬季の大腸菌群数の減少は、希釈効果以外の要因

によるものと推察される。 

上野英世（1977）3 ）は都水道局と大阪市水道局の資

料をもとに河川における大腸菌群数と水温の関係をま

とめ、高水温時における大腸菌群数の増加を明らかにし、

水中の大腸菌群数に大きな影響を与える条件は水温と

考えている。岩崎誠二ら（2000）4 ）は、三重県の公共

用水域の 10 年余りの常時監視データを整理した結果、

大腸菌群数は概ね高温期が中、低温期に比較して高い値

であったと報告している。これらの報告や多摩川の大腸

菌群数の経月変化及び河川流量から判断すると、大腸菌

群等は夏季の水温の高い時期に水中で増加、あるいは河

川に流入後、死滅せずに保存されている可能性が高い。 

（３）各測定法の大腸菌群数等の相関関係 

BGLB 法、クロモアガー法、ONPG-MUG 法の各方法によ

る大腸菌群数及び大腸菌数等の相関関係を図７に示す。

なお、7 月 23 日調査の多西橋については、前述したよ

うに土砂濁り排水の影響が大きく通常の河川状況と異

なるので、この日のデータは除いてプロットした。BGLB

法とクロモアガー法の大腸菌群数、BGLB 法と ONPG-MUG

法の大腸菌群数については、既報 2）で述べた多摩川中

流域や別報 5）の江戸川と同様に正の相関が認められた。

また、クロモアガー法と ONPG-MUG 法との大腸菌数も正

の相関が認められた。なお、一部に測定法によって値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が大きく異なる試料が認められるが、これは別報 6）で

考察したように測定法によって検出される菌種の違い

があり、この影響を受けている可能性がある。 

図８に BGLB 法大腸菌群数と MFC 法糞便性大腸菌群数

の散布図を示す。また、その他の測定方法による大腸菌

群数と糞便性大腸菌群数、大腸菌群数と大腸菌数等の散

布図を図９に示す。図８中の四角に囲った範囲内のもの 

図７ 大腸菌群数等の相関関係 



 

東京都環境科学研究所年報 2010 

- 15 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、水浴場基準「可」を満たしているが、A類型の大 

腸菌群数の環境基準に照らすと基準を超過している試

料である。このように、環境基準では不適合、水浴場基

準では「可」の試料が少なからず存在することが分かっ

た。BGLB 法大腸菌群数が 1000MPN/100 ml 以下であれば

MFC 法糞便性大腸菌群数は 100MPN/100 ml 以下となる試

料が多く、同様にクロモアガー法、ONPG-MUG 法も大腸

菌群数が 1000MPN/100 ml 以下であれば、MFC 法糞便性

大腸菌群数は 100MPN/100 ml 以下の試料が多かった（図

中の楕円形で囲った部分）。これらから判断すると利用

目的の適応性に水浴がある A 類型の環境基準と水浴場

基準の整合性を再検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 糞便性大腸菌群数等との相関関係 

 

 

 

図８ 糞便性大腸菌群数等との相関関係 
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（４）大腸菌群数と大腸菌数 

クロモアガー法、ONPG-MUG 法は大腸菌群数と同時に

大腸菌数も測定できる方法である。図９の中段図のよう

に大腸菌数は大腸菌群数に比べて低い値を示している。

次に大腸菌群数に占める大腸菌数の割合を表８に示す。 

 

表８ 大腸菌群数に占める大腸菌数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

大腸菌数の大腸菌群数に占める割合は、クロモアガー

法では 2～4％、ONPG-MUG 法では 5～7％であった。これ

は下水処理水流入前の河川水で調査した既報 2）の 4～

5％、別報 5）の 4％とほぼ同じ割合である。なお、下水

処理水流入後の河川水の同割合は、既報 2）では7～9％、

別報 5）では 7～8％であった。一方、下水処理水での同

割合は、既報 2）では 9～12％、別報 5）では 9～17％であ

り、河川水に比べて高い割合である。横浜市の５つの水

再生センター（下水処理場）で村岡麻衣子ら（2008）7）

が行った測定による同割合は、流入下水では 40％を超

え、放流水では 9～20％（クロモアガー法）であったと

し、大腸菌群よりも大腸菌の方が、活性汚泥処理や塩素

消毒によって除去されやすいと報告している。 

以上から、大腸菌数の大腸菌群数に占める割合は、下

水処理水流入前の河川水 2～7％、下水処理水流入後の

河川水 7～9％、下水処理水 9～20％、流入下水 40％超

と推察される。 

（５）糞便指標細菌としての大腸菌群数の評価 

 水質汚濁防止法に基づく公共用水域の水質測定は、

1971 年度から実施されており、都市河川の BOD 等の水

質は経年的に改善されている。しかし、大腸菌群数につ

いては、図 10 のように環境基準適合割合が低い状況が

続いている。このような状況は都内河川のみならず全国

的な傾向であり、従前から問題提起されている 8）。環境

省が取りまとめた全国河川の 2008 年度公共用水域水質

測定結果 9）によれば、大腸菌群数の環境基準値超過検

体数の割合（環境基準に適合しない検体数/測定検体数）

は AA 類型で 89.9％、A類型 71.9％、B類型 51.8％であ

り、基準超過した検体数が多い。一方、BOD の超過検体

数の割合は AA 類型で 6.8％、A類型 6.8％、B類型 10％

であり、基準超過した検体数は非常に少ない。 

 

 

（注） 環境基準適合日数

環境基準適合割合（％）＝ ×100

総測定日数  

図 10 都内河川の環境基準適合割合の経年変化 

 

水質の代表的な項目である BOD と大腸菌群数の両者

に極端な相違が生じる理由として、芦立徳厚（1988）10）

は、次の３つを掲げている。 

①BOD で捉えられない汚染を大腸菌群が検出している。 

②大腸菌群の基準値が厳しすぎる。 

③大腸菌群という指標そのものに問題がある。 

 このうち、芦立は、③の検討を進め、函館市周辺の河

川、湖沼及び下水処理場から試料を集めて大腸菌群等の

測定を行い、清浄な水域での FC/TC 比(糞便性大腸菌群

数/大腸菌群数)の減少は糞便性以外の土壌及び植物等

からの非糞便性大腸菌群の流入が主因であり、汚濁河川

の場合は非糞便性の菌群が極端に増殖をしめすことが

あると報告している。筆者らが、多摩川の大腸菌群数の

遺伝子解析を行った調査でも糞便由来でない菌種が検

出されており、それらの菌種は土壌や水圏由来のものと

推測された 6）。 

都内河川の場合は、大腸菌群数を除く生活環境項目や

重金属等の健康項目の基準適合割合は極めて高い。そこ

で、生活環境項目や健康項目で捉えられない汚染を大腸

菌群のみが捉えているのかということが問われる。水中

の大腸菌群数は、いうまでもなく糞便汚染指標としての

意義をもつものとされている。しかし、大腸菌群数が高

い値を示しても糞便性大腸菌群数や大腸菌数が低い場

測定項目

クロモアガー法
大腸菌数/.大腸菌群数（％）

0 12 1 10 1 8 0 4 0 1

ONPG-MUG法
大腸菌数/.大腸菌群数（％）

1 16 2 30 1 24 1 14 2 18

最小 最大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定回数16

平均

7

3 2 4

7 6 6 5

羽村堰 多西橋 東秋川橋 拝島橋 日野用水堰

4 4
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合は、糞便汚染のリスクは低いと考えられる。表７、図

８に示したように、糞便性大腸菌群は水浴場基準をほぼ

満たし、大腸菌数が大腸菌群数に占める割合は 5％程度

であることから、多摩川上流域においては糞便汚染によ

るリスクは比較的小さいと推察される。 

 AA 類型の大腸菌群の基準は、50MPN/100 ml という

厳しい基準が設定されている。村瀬秀也ら（1977）11）

は、長良川上流部における調査結果から夏季のように水

温の高い、あるいは降雨量が多い時期においては、理化

学試験の成績が AA ランクの基準を十分満足するような

清浄な水域においても、大腸菌群数 50MPN/100ml の基準

を維持することは、実際問題として非常に困難であると

報告している。また長良川の支川での調査では、湧水中

の大腸菌群数は 50MPN/100ml 以下であるが、下流の採水

地点では渓流水としての清冽さはまったく失われてい

ないにもかかわらず、大腸菌群数は 102のオーダーを示

していると報告している。これは、筆者らが多摩地域の

湧水地点で行った調査 12）やオゾン処理水が導水されて

いる玉川上水で行った調査 13）の結果と一致している。

人畜の糞便に由来する大腸菌群の影響がない流路でも

大腸菌群が検出されることは、大腸菌群数の基準超過を

生活排水の寄与だけでは説明できないことを示してい

る。  

大腸菌群数の環境基準設定当時、最も重視されたのは、

水道水源の水質基準であり、その類型区分が準用された。

旧厚生省令では飲料水中の大腸菌群は検出されないこ

ととされ、厚生省生活環境審議会答申では、水道で行な

う塩素滅菌により死滅させることのできる大腸菌群数

の安全限界値は 50MPN/100ml であり、水道における浄水

処理による大腸菌群の除去率は緩速濾過処理で約 99％、

急速濾過処理では通常の管理下において約 95％、高水

準の管理下において約 98％とされた。このことから、

通常の浄水操作を想定した水道 2 級では 1000 MPN 

/100ml が、また、高度な浄水操作を想定した水道 3 級

では 2500～5000 MPN /100ml が水道原水の安全限界とさ

れた。同じく厚生省生活環境審議会答申では、水浴場の

基準としては、大腸菌群数は 1000MPN/100ml 以下が適当

であるとされた。以上のことから、大腸菌群数の基準値

は、生活環境に係る環境基準として、AA 類型

50MPN/100ml 以下、A 類型 1000MPN/100ml 以下、B 類型

5000MPN/100ml 以下とするのが適当であるとされたも

のである 14）。 

水道法の水質基準については 2004 年に改正が行われ、

大腸菌が基準項目となった。水道水の品質保証という観

点から糞便汚染の検知には高い精度が求められる。その

意味から大腸菌は適当と判断された。迅速・簡便な大腸

菌の培養技術が確立されており、技術的問題は解決され

ていることから、それまでの水質基準項目の大腸菌群に

代えて大腸菌とされた 15）。環境基準の設定の経緯や水

道法基準の改正から判断して、公共用水域の水質測定に

おける大腸菌群数も見直し検討が必要である。 

（６）大腸菌群数・大腸菌数の低減対策に関して 

都管内の多摩川流域の下水道普及率はほぼ 100％で

あり、前項（５）で述べたように多摩川上流は糞便由来

の大腸菌群は少ないと考えられる。ただし、一部に単

独・合併浄化槽によって屎尿処理を行っている地域があ

り、浄化槽の消毒管理が問題視されている。井上一也

(2000) 16）,（2001) 17）は、多摩川上流水道水源域にお

ける大腸菌群数の環境基準超過原因調査を行い、浄化槽

の有機物処理は機能しているが、消毒機能が不十分であ

る実態を明らかにしている。多摩川への流入負荷量は小

さいとはいえ、地域の放流先河川への影響は小さくない

ので浄化槽の消毒管理はさらに徹底する必要がある。 

2001年3月に多摩川中流域の環境基準がC類型からB

類型指定になったことにより、多摩川中流域に大腸菌群

数の環境基準が加わった。多摩川中流域への流入負荷量

として現在最も大きなものは下水処理水である。既報 2）

で述べたとおり、３つの処理場について調査した結果で

は、排水基準 3000CFU/ml（デソ法）より 1桁低い値（110

～700 CFU/m）で放流されており、排水規制上の問題は

ない。都流域下水道本部は、2006 年度に放流水の大腸

菌群数の管理目標値を 100 CFU/ml 以下（晴天時）と定

め、大腸菌群数の低減に向けた調査・検討を行った。多

摩川流域では最も放流量が大きい北多摩一号水再生セ

ンターにおいては、次亜塩素酸ナトリウム注入率の適正

管理などにより、放流水の大腸菌群数は 100CFU/ml 以下

に抑えられるようになった 18）。この管理目標値が各処

理場で達成された場合の河川水への効果、すなわち河川

水の大腸菌群数・大腸菌数がどの程度低減するかについ

ては、今後、環境面からの詳細な調査が必要であろう。 
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４ まとめ 

（１）多摩川上流及び支川の平井川、秋川を調査した

結果、測定検体の BOD 環境基準適合割合は 100％であっ

たが、大腸菌群数の環境適合割合は低く、特に AA 類型

の秋川は 0％であった。 

（２）水浴場基準の「可」を基準として基準適合割合を

算出した。適合割合は 67～100％であった。これは、環

境基準の適合割合 0～87％に比べると高かった。大腸菌

群数と糞便性大腸菌群数の相関関係から判断すると、環

境基準では不適合、水浴場基準では「可」となる場合が

ある。 

（３）大腸菌群数は春季から夏季に向けて高くなり、秋

季から冬季にかけて低くなるという傾向が認められた。

また、糞便性大腸菌群数や大腸菌数もほぼ同様な傾向が

見られた。 

（４）大腸菌群数の経月変化や河川流量から判断すると

夏季の水温の高い時期に大腸菌群等が水中で増加、ある

いは、死滅せずに保存されている可能性が高い。 

（５）大腸菌数の大腸菌群数に占める割合は、クロモア

ガー法では 2～4％、ONPG-MUG 法では 5～7％であった。

これは既報 2）、別報 5）の割合ほぼ同じであり、河川水

での平均的な割合は 5％程度であると推測された。 

 

５ おわりに 

大腸菌群数の環境基準の適合割合が低い原因を明ら

かにするため、２カ年にわたり多摩川を調査した。AA

類型の同適合割合が 0％であるのは、その類型が

50MPN/100 ml 以下という厳しい基準であるのと、自然

由来の菌種による影響が少なくないことが大きな原因

となっている。大腸菌群数の基準不適合は、水質汚濁防

止法に基づく公共用水域の水質測定が開始後まもなく

から問題視され、大腸菌群の存在が糞便汚染と厳密な対

応関係をもっていないのではないかとの疑問が繰り返

し提起されている。大腸菌群数の環境基準適合割合が著

しく低いことが、そのまま糞便汚染が進行しているとは

受取れないのが都内河川のみならず全国河川での実情

であろう。公共用水域の水質測定においては、現行の測

定法による大腸菌群数だけで糞便汚染の状況を評価す

るのではなく、糞便汚染をより的確に測定できるとされ

る糞便性大腸菌群 19）、大腸菌 20）、糞便性連鎖球菌・腸

球菌 21）及びウェルシュ菌芽胞 22）のような別の測定法も

合わせて調査を行う必要がある。これらの測定方法の結

果と比較検討することで、調査対象水域おける大腸菌群

数測定の意味を明確にできると考えられる。 
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